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3～5°程度

床仕上げ 　　　　 1.00㎡

基 礎 材(敷厚20㎝)　1.00㎡

数　量

L L1 L2
質量

最短 最長 φ89.1×4.2 φ69×2.0

北海道型 2000 5500 1900-3700 100-1800 159.9- 172.8

寸　法　表

注意事項　1. Ｌ≧4000のときは、L1=3700

          2. 3000≦L<4000のときは、L1=2900

          3. 2000≦L<3000のときは、L1=1900

          4. 作工物の起点終点には、作工物標識を設置する。

　　　　　5. 矢羽根とアルミパイプの取付位置は、極力矢羽根の重心位置(G)とする。


